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．ぴ穗 の 重黛， 藁の 長 さ，穀粒 の 總數及 び 籾孝粃 の 駄 分蘗總數 と有效分蘗數 ，

1 本 の 穗躅 麹 雑 の 總數 と重量等に就 き七觀察し 1 株雌 け 騨 均 と し て

　次 の 如き結果を得 た．　　　　 ．
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　　　 ktt 藁 　 穗 臺 量（9）釈（個）粃（個） 總數 有數
無 窒 索 　　32 ，3　15．1　 17．2　　d6．6　　　569　　　　82　　　11　　　10
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ト
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尿 　　辛了　43．5 ．20．9　22．6　　21．3　　　768 　　　157　　　13　　　f2

範馨　尿 　　38．6　17．7　2Q．9　　19．6　　　698　　　140　　　寸3　　　12

尿　　索
．4S，7　23．8　24．9　　23．9　　　829　　　191　　　 15 　　　15

1 本 の 穗 に 　藁 の

對 す る 毅 粒 　長 ざ 　　　’
　

總 數 重 量（9）　o匙n

63　　　 1，65　　90，8、

65　　　1．55　　104 ．（＞
75 　　　1．8t　　105．6
70 　　　t．76 　　

198
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69　　．　1．67　 102．Q

　　　　水稻 1株に對す る藁の 收量は尿素．硫安 ， 尿石 ．
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稍尿 ， 無窒素の 順序 に て 尿

　　　素 と硴 姫 の 位置が 反對 に な つ て を る以外賂 匯劃 の 全牧穫物に 就て 得麟 貯果
屮

　　　と同一で 穗 と韓粒 瞰 て は尿幸と 尿素 と の 位置力囀 倒せ る外は前 の 糸裸 と同
一

　　　で ある．粃 の 數 も無窒桑 ， 尿石 ， 硝尿 に 比 較的 少 く，硫安， 尿 素 に 多 い 點 も從來 の

　　　經驗 と合致す る。分蘗總數及 び有效分蘗數は硫安 と尿素 とが秀れ 尿石 ， 硝尿 ，

　　　無窒 素が 劣 つ て を る ．1 本 の 穗 に 鍬 する穀粒 の 總數 と重量 に 就 て は尿石 と稍尿

　　　が 秀れ尿素 硫 安， 無窒素が 劣つ て を る ．藁の 長 さ鯲 て は尿 石 ， 硫安 ， 尿素．

　　　稍尿 ， 無窒素の 順序 と な り尿石 は分蘗數稍少 きも藁 の 長 さ と 1本 の 穗 に對す る

　　　穀粒 ρ數 と重量 に 於 て 秀れるを堪て 結局全匪劃に封す る 穀粒 牧量に於 て 優秀な

　　　 る結果 を得た の で あ る．

　　　　・5・ 穀 實 の 物 理 的 調 査 牧穫物調査 に 供 し た る、2。 株ap水 稻 よ り、得た る

　　　穀 實に就て物理 的調査 を行 つ て第 4表 の 如 き結果 を得た．

　　　　穀 實の 物理的 性質調査 の 結果K 於 て は大體に於て 硲 尿匪 が 比較的品質がrSi’V

　　　尿石 か 尿素之に次 ぎ硫安は稍 劣つ て を り從來の 植木鉢試験竝 第 1囘圃場試驗 の

，
　　　結果 と同樣 の 傾 向を 示 しセを る ．

　　　　
6．

，
土壌 の 反應に 對す る影響 收穫直後 の 各區内任意 の 5 箇所 よ り土 壌 を探

　　　取 し其懸濁液 に就て キ ン ヒ ド ロ ン 法 に依 りて pH を測定 し て 次 の 値 を得た．

　　　　窒 素肥料 が 土 性 の 反應 に 及 ぼ す影響は其種類 に 依 りて 大 な る 差 を示 さな い が
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　 13 ．81

　 S5．6
　 82．05

．198 士 0，032
3．120 ：ヒO．023
2．270土 O．02423

．55．
7．0917
．て5 ・

O，20
．41
．023

．215
．42

，61
．39979
．05

無窒 素

5．16

．4．Q4

　第　　　4 　　
』
表

硫　　安
’
　 尿 　　石

　 19 ．66　　　　　　 f6．98
　 47 ．3　　　　　　　　47．9
　 83 ，2　 　　　　　82．8
5．208 ：辷O．a21　

「
5．t43：辷O．016

3．023± α026　3．Q53士 0．OiO
2．180士 0．011　2．rt　75 ± O．012

　 　 22，t
　 　 6、54
　 　 16，15

　 　 0．2

　
磐 O，6

　 　 工 2

　 　 19．4

　 　 26 ，6
　 　 3．8
　 　 1．359
　 　 80．30

硫 　 安

、4．98
’

」4．11

　 　 22．6
　 　 6，ア9
　 　 16，95
　 　 　 1．0
　 　 　 1．6
　 　 0，6
　 　 1て．6　　　 ・

　 　 15，2
　 　 、2．6

　 　 1．405

　 　 80．41

尿 　石 　　　 硝

5，264
．35

硝　　尿　　 尿　　素

　 16 ．64　　
’
　　　　18．78

　 48．2　　　　　 460

　 82．5　　　　　 80．0
5．225± O．034　 5，255± e．（X36
3．t13士 O．023　 3．105ま二〇

’017
2．111士 O．019　

・2 ．185 土 O．082

　 尿

5．て14
．14

23．26
．39

て7．000

．60
．60
．69
，632
．42
．Ori

　．4018
α00

、23．46
，42rt6
．850
．20
．41
．023
．618
．24

，41

．37877

．2

尿 　 素

5，204
．23　．

鱧 素． 硫安；石i塚 の 諸區 は瞭 ， 尿石の 諸區 よ りは pH が 小で ある 。叉全 體

と し て 第 1囘圃場試驗後の pH の 値 よ りは小で あ る事が認 め られ る、

　　　　　　　　　　　　 C・ 第 4 囘 圃 場 試 驗

　本試驗 は特 に硫安 と 尿素石 膏 との 比較を 目的 として 行 つ た もの で あつ て 無窒

素 と硫安，尿石 の 單量區は從來の 試驗 に於 る と全 然同 一の 直 劃を使用 して 之等

を夫 ・セ に硫安 1，尿石 1 と稱 し 從來 の 鮹尿區竝 に尿素］區の 跡に 夫 々 k尿石 ， 硫

安 の 倍 量區を設 け之 を尿石 II 及び硫安 1工と稱す る事 と し た ．之等 の 5 區 に 對

し て 過燐酸石友 （19％P20s ） 4・21　g と硫酸加里 （48％ K ，
O ）1．7kg 宛を施 し硫

安 1に は硫 安（21％N ）を 3．8kg を， 硫安 IIに は 7，6kg を施 した．尿素石膏は

朝鮮 化學工 業株式會砒製 品 ， 窒素 20・5％ の もの を用 ぴ 尿石 1に は 3．9kg を尿 石

II に は 7．8kg を施 し た ．之等 の 諸肥 料は何れ も植付前に基 肥 とし て 施し た ．

　水稻 品種 及 び 其植付方 法竝 に 植付株數等 も前囘 と同樣で あ る．播種 は昭和 14
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　　　　　　塑柳 皹 蹴 て醸 ず多と・罅 蓬鯲 て は尿碪 の 方鹸 鍖 まり蠡に

　　　　．
．優？suるが齷 區鯲 て 瞰 對 に 鞍 區の方鞭 つ て を る が 其差 應 り著 し

　　　　　伽 1 嘗・署者・
一

人 （禰 脱 と 1嚇 蝋 朧 植＊er・［E・，’・iつ た・），
・e。 闘

．tr　
t

．，箪騨 て 躰 繖 と同 一の 褓 を示 ・｛糧 昧 於 て S尿罐 あ方が鞍 畿

　　　　　
雛 を示 した祺 差噸 ・ 緲 で ・ ・や蝋 試鱗 裸 ・蠅 謝 ・ t，

難ヨ 徽戀 露 囃糠繍 鉄欝
懸 蠍

1恐 　 彡・

略 勘 對鰍 ・加 ゆ ・・株・ 繝 ・趣 卿 丈誘蜥 懇勦 。 、

　　　　
・株瑚

鍋 藁 と綴 唖 量蹴 聞 鏗劇 た 郷 灘 奸 均髄 示 し た ．

　　　　　　　　草丈 （cの
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ト
　　　　櫛釜　安　　1　　　　　　1Q2

　　 硫 安 豆 、　　 108

　　 尿 石 1　　　 ：05
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．
石 E　　　106
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分 蘖（本 ）

　 11

　 て3
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　 16
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6　　　表

穗・数 （本）

　 　 9
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　　 　1 株 に 對 す る
　

藁 の 重 量 （9） 穀實重 X （9）
　 19 ・2 　　　　　　　　2Q．4
　 24 ．t　　　　　　　 25．3
　 30 ．8　　　　　　　　 33 ，1
　 25。2　　　　　　　　　28，6

　 28．5　　　　　　．　29．6

　　　　　　
懐 中 1株燭 す 礫 蠑 鞭 輟 力・
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も，、、、も。石 ．
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一・
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　　　　　　　　憾 醐 鍋 騨 観 ・ た ・ 瞰 ゆ 前 ・ ・鰈 呻 纏 鑼 御

　　　　　　 XC1 にて騨 哄 懸濁液唯 で P正1 を灘 しk ．其結果は卿 如 くで あ る・

　 ，．　　　　　 ，　　　　　 無 窒 素　　 硫 安 1　 ・　 硫安 旺　
．
　 尿 石 正　　 尿 石 皿 ・

　 冒 　 　
’
，．　

・，’“
1・1・0 　 5ρ7 − 　 4・69 　 　 4 ・53 　 　 4・6Q 「　 4：99

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・KCI ．　 　 4．06　 　 　 　 3．8卆　 　 ・　 3．8耳　 　 　 　 3，94　 　 　 　 3，91

．　 ∫緲 蝉 で騨 安 1瞬 H 最 ・1紅 卿 縣 ・はFl　一一；，尿石 ・1
≠

：mprc　．，

　　　　　　 ．稍大で あ り鰻窒素琶 の 酸度が最小 で ある・KC1 處理で は硫 安の 爾匿の pH が 最　　　，

　 ，　　　　 小寮尿心 工尿 II之に次 ぎ蕪窒素が 前同様酸度が 最小 で あ る ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結　　　論 ．

　　　　　　　．以上 躙 の 嬲 試騙 腺 樋 覽し て 3畆 と甑 鰍 量蹴 て 甑 母 既 は

　　　
ド

黻 晦 ・黻 蠅 嘩 除 き脯 ・し硝尿瞳 安 ・ ・騨
、
く劣つ て

晒 乏
．．

　　　　　　　と醐 喋 の 牧 量蹴 て 麟 安或 は尿素力曝 高位砧 め て をる ・更 に 縄   占冷 　
’tt

ド

　　　　　　　興 藤 岬 尿Q：it．F．vaて 聯 癬
肺 が之・鐔 黻 臓 下解 在み 都 ．

　　　　　　　の 櫞 は從獅 つ 黼 秘 及 び 第 ・ 1嵋 場識 の 結果 と大體 鯲 て 綴 す る も、

　　　　　　　
の

 
つ て 鏘 の 蹠 織 及 獻 欟 獸 方等鰥 砂 水観 糀 し

下
鋤

　　　　　　　て 好適で あ つ て 標準窒素肥料た る硫安 に 優 る と も劣 らざ る事 は明か で あ る．

・　 　 、
繖 驗施行鹹 り龜忠繍 の 勧 を受 けた 孵 憾 謝 の 意嫉 す ・

tt

　　　　　　　　　　
「
　

・1
　　　　　 工1 甘 灘 圃 場 試 驗　　　，　　　　　　　　　　

t・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　 言

　　　　　　　　尿素態窒素肥料が 水稻 3）．小麥
4），棉

6），亜 麻
2）等 に 對 し て 極 め て 優良な る成　　　

1

‘
　　　　　　績 を示せ る事は既 に 報告 した る處で あ る．然るに 本島に於 ける敢重要作物た る
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　　、　 あ 跡 之等 の 新肥料 の 肥料的價値を知 る參搬 料 を得 る 醐 を以 て 獅 しfeの

　　　　　　　で ある．．

　　　　　　　　1．試 驗 地 　輩北帝國大 學理 農學部第二農場に て 從來甘蔗 見本 園と し て 使
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．
用せ られた場所 の

一
部に し て 土 壌の 機械的組成は次 の 如 くで あ つ て 細砂壌土 に

　　　　 ，

　　 　　　 　　 屬 す る ．

　　 　　　 　　 　　 ＼ 粘 土 ． 微 砂 ・ 細 砂 ． 粗 砂 礫

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 22，13％ 　　　　　　23．48％ 　　　　　　　47．66％　　　　　　　4，23％ 　　　　　　　　250 ％
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L
　　　　　　　　　徳 岡 ・ 徐・魚 ： 尿素 態窒素 勾肥敷 に 關す る 研 究 （第五 報） 409 1

　　　織 地 断 酢 7駅 槲 匕に 33 尺帳 屶ヲ傑 て 總 瀦 約 2500 ・防 尺で あ る

’
廼 卿 藤 撚 瀧 取 哄 韻 ゆ ＋腕 撚 を搬 繝 ゆ 生鍛 の 畔 ・5

’
　

・
’一

・　 を課 珞 試嬲 巴料 に 對 し で 3 匿腕 （約 lo 圷）を與 えた ．
』’

　　　
t2
・　 EE！料 及 び 施 肥 昭 和 蹲 ・・月 5 昧 肥櫞 齢 貫 （賭 蜘 ／ゆ

’．

　 ，

　　領合）

邏
地 ・ 髑 巴と し て 施 ・ … ！

・… 禰 け鮠 ・ 晦 ・ 乳・・… 日

　　 と翌年 2 月 25 日の 2 囘 に分施 した．肥料要素の 施用量は反當 N ，
’
は ．14kf9，P £05 　　　

「

　　
．
は ユ。kg

，　K ，o は 6kg の 割合
一Cf・・t・si際施用量は次 の如 くで ある ．

」　 、，．．　　　　　　 無 窒素圈

・籌｛鐸磊1嬲
’

趣 ・

・書讎嬲
「
落鑿

・

　硫 安 硬　　　尿 石 區 　　　硝 尿 區　　　尿
・
素 匿

　　1Kg 　　　　IKg　　　　iKg 　　　　IKg

　 O241（g　　　　O．24Kg 　　　　　O，24Kg 　　　　Q，24kg．　　　　　　、
硫 安1，2Kg　　　　　 尿 石 1．2Kg 　硝尿O．58Kg　尿 素 O．5Kg 　　　　　 ．
O．79Kg 　　 O．79Kg 　　　O．79Kg 　　　O．79Kg

　 O．2 ζ9　　　　　　 0．2K9 　　　　α 2Kg 　　　　O．2Kg
硫 安 α99Kg

犀石 ・゚99Kg ．硝犀α7Kg 尿 素O．51〈9
馳

鞭 糖 理及び 嘩 ・
鮒 は・・和 ・34 ・

、
］・ J… 日 嚀 コ 嬲 育・mp　3

「
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最後 に 各直 に對す る亭均値 を 求 めた．分蘗 に就 て も同樣 で ある．瓶、．二牧量は各

1亟蔗莖 の 全 牧量を示 し糖分 は各株毎に收穫ゐ際に ハ ン ドレ フ ラ ク トメ
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蕪 莖 收 量

一 一
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ア7．0
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δ3．7
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．
100　　．
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．8

彳G4．O

糖 分 （％ ）

20．10
烈〕．7820
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．39

　分蘗 に 就 て は硫 安最大 に て 硝尿最 も劣 り草丈 に 就て は尿石 最大 に て 無窒 素最 　、

も劣 り肥料施用画中で は廉素が最小値を示 し硲 尿と硫 安 と は尿石 よ り僅 に 劣る ・

程度で ある ・ 蔗莖牧 量で は尿石 と硫 安 とが 全 く同 一
の 値 を 示 し 尿 素之 に 次 ぎiiri
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稍 尿 は最低で あつ た ．
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丶／ t
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　 瞭安・郷 琴叫 既 稍尿が之喫 騨
・
郷
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・．

旨 雛騨灘 聯認1鷲 瓢 瓢鸞髪　 ポ
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1
　　　 　　　　　 　　　　 　　 、

　　　　　　　
一囘 の   驗 醐 て 鋼 巴料 の 影響鵬 足す る咽 辮 さ樋 る1臙

　 癒ノ
　　　　　 栽増 に於 て 結論を下す事 は不可能で あるカ1此試驗結果 を基礎 とし て 考ふ れば 尿

　　　
N

　 沼 と硫安 と は啣 礎 の 效果が あ り尿素は脇 り石脈 頗 に劣 る1「麺 あ る ・但し

　　　　　　キ極騨 郷 騨 も大髏鯲 し得る 力灘
澗嘱 令即 聯 態肥料 畩

・
… tt−・・−t　　 る醐 生化防止 の效 果を認 め得 る で あ ら う と推定され る 碧

・ 　 　 轍 驗獅 礑 鋪 立農卿力獗 の 卿 ・綬 けた り記 し て 舗 の 融 表 す・
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一

　 　
・

　
  麟 5 臓 受 理 ）

　
’
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